
○
正
伝
院

し
や
う
で
ん
ゐ
ん〔

十
一
世
義ぎ

翁を
う

和
尚
、
亀
山
院
文
永
年
中
建
。
其
後
慶け
い

長ち
や
うの

頃
織お

田た

河
内
守
長な
が

益ま
す

再さ
い

興こ
う

、
元げ
ん

和わ

七
年
十
二
月
十
三
日
卒そ
つ
す、

正
伝
院

有う

楽ら
く

如ぢ
よ

庵あ
ん

と
号
す
〕

書
　
　
　
院
　
　
中　
ノ

間
（
蓮
　
　
鷺
）

西　
ノ

間
（
唐　
ノ

田
猟
）

古
法
眼
筆

東　
ノ

間
（
耕
　
　
作
）

余
間
（
山
　
水
）

同
　
　
筆

数
　
寄
　
屋
　
　
織
　
田
　
有
　
楽
　
の
　
好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
如
　
庵


